
企画乗車券（神鉄シーパスワン）販売時の
マイナンバーカードの活用

令和５年２月１日
神戸市



シニア層を対象とした企画乗車券(神鉄シーパスワン)の販売に際し、
マイナンバーカードを活用し、本人確認 と 乗車券販売枚数管理 を行う仕組みを構築・運用
している。

【目的】
■利用者の利便性の向上 (販売引換券の保管や提示が不要) 
■販売引換券の一斉郵送の廃止による事務費の削減

【事業費】
開発費：30,858千円
運用費：13,000千円 / 年

【経緯】
令和元年度 システム構築
令和2年度 試験運用・広報
令和4年度～マイナンバーカードの提示による販売方法に切り替え

※マイナンバーカード以外の手段として販売引換券発行を申請する場合は、発行費用として500円を自己負担いただく

取組みの概要①

神鉄シーパスワン
神戸市の西北神地域の基幹鉄道である
神戸電鉄の利用促進を目的として、
シニア層(市内在住の70歳以上の方)に
販売する企画乗車券

利用者数（令和3年度）：29,971人

※開発は、平成31年度総務省「公共交通機関におけるマイナンバー
カードの利活用実現に向けた調査研究」の中で、全額国費で実施



取組みの概要➁

〈販売方法〉

【事業の評価】
令和4年度上期実績では、約9割の方がマイナンバーカードの提示をして購入いただいており、大きな混乱なく運用ができて
いる。
試験運用期間を含め２年超にわたって、利用される方へマイナンバーカードの申請を勧奨し、カードの活用が当該事業の
安定継続に繋がることを丁寧に説明し、ご理解いただいたことによるものと考えている。



マイナンバーカードの活用

ユーザ

有効性
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シーパス
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照合番号Bで属性情報を取得し、資格条件を確認
利用者証明用電子証明書を取得し、カードの有効性を確認



広報

↓利用者へチラシをDM送付し、マイナンバーカードの取得を勧奨↓販売方法の変更を駅ポスターや車内でお知らせ

カード活用により事務経費が圧縮でき、事業継続に繋がることを理解いただくため、
試験運用期間を含め２年超にわたり、下記の広報(ポスター掲出や利用者へのDM送付時にチラシ同封)を行っている。
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